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「試験研究の用に供する原子炉等の技術基準に関する規則」との適合性に関する説明書 

第二十二条 第１項、第２項についての評価計算書 

 

1. 評価に関する設計条件 

燃料要素はアルミニウム製の額縁の内部にウランモリブデン・アルミニウム分散型燃料のコン

パクト（圧縮して成型したもの）を入れ、その上にアルミニウム製の板を置いて周囲を溶接して

いる構造である。（図1、図2） 

燃料要素は燃料さや管に収納されて炉心格子板に固定し、常圧の条件下で使用されるため、本

評価では附加荷重及び自重を対象とする。 

(1) 附加荷重の評価 

現在の設置変更承認申請書においてKUCAで使用する最も重い燃料集合体は燃料要素2枚＋

1/8inchポリエチレンを1セルとし、これを高さ約50cmに積み重ねて（65セル）、その上にポリ

エチレン反射体を約50cm（高さ25.4 cmのポリエチレンを2本）入れたものである。この際、一

番下の燃料要素周囲の幅約 のアルミ枠（図2、Pの矢印の箇所）に作用する圧縮応力を計算

する（保守的に一番下の燃料要素分も加えて計算を行う）。 

 

(2) 自重の評価 

燃料要素の自重による影響は(1)の附加荷重による影響に比べて明らかに小さいので(1)の評

価結果に包含されると考えられる。 

 

2. 附加荷重に対する燃料要素の強度 

(1) 燃料芯材（ウランモリブデンコンパクト） 

1) 体積 

「図 1 燃料要素」から求める。 

 

2) 密度 

ウランモリブデン（モリブデン 6.5%）の密度である 18.4 g/㎤ (1)を使用する。（燃料芯材

は U7Mo-Alであるが、ここでは安全側に U7Mo密度を使用する。）（モリブデン含有量は 7±0.5%

であるが、モリブデン量が少ないほど密度が高くなるので安全側に 6.5％とする） 

3) 質量 

×18.4g/㎤＝  

(2) 燃料要素被覆 

1) 体積 

燃料要素の被覆体積は、被覆を含む燃料要素体積から燃料芯材体積を差し引くことで求め

る。（図 1、図 2） 

 被覆を含む燃料要素体積 
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図 1 燃料要素 (単位：mm) 

 

図 2 燃料要素構造 (断面図)  (単位：mm) 




